
【細施策シート】
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要因分析

【必須】
実績値については、10月頃判明

改善の方向性

【必須】

就学支援金及び奨学のための給付金等により、家庭の経済状況に関わらず、児童・生徒が安心して教育を受けるこ

とができるよう、家庭の経済負担の軽減を図り、KPIの達成を目指す。
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細 施 策 13-4 教育に係る経済的負担の軽減 施策KGI ①･②

Ｋ Ｇ  Ｉ

経済的理由による退学者・不登校者数

KGI種別 下がると良い指標 R  5  年  度

令和５年度　　事後評価シート
施策 13  全ての子どもたちの学びの保障

K　G　I

①1,000人当たりの不登校児童生徒数　小・中学校

　【基準値】22.0人（令和３年）【目標値】20人

②1,000人当たりの不登校児童生徒数　高校

　【基準値】16.5人（令和３年）【目標値】13人
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